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岡
山
県
遺
族
連
盟
は
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
に
岡
山
県
遺
族
平
和

連
盟
と
し
て
発
足
以
来
、
今
年
で
創
立
六
十
五
周
年
を
迎
え
、
十
一
月
十
七
日
㈯
、
岡

山
市
中
区
古
京
町
「
岡
山
衛
生
会
館
」
に
お
い
て
、
県
下
各
遺
族
会
代
表
約
七
百
人
参

集
の
も
と
、
創
立
六
十
五
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
た
。

岡
山
県
遺
族
連
盟
創
立
65
周
年
記
念
式
典

県
下
遺
族
会
か
ら
七
百
人
が
参
列
し
挙
行

　

岡
山
県
遺
族
連
盟
は
設
立

以
来
、
実
に
六
十
五
年
の
歳

月
を
重
ね
て
き
た
。こ
の
間
、

数
え
切
れ
な
い
程
の
課
題
に

直
面
し
た
が
、
片
山
仁
初
代

会
長
か
ら
逢
沢
寛
（
二
代
）

会
長
、
伊
藤
大
孝
（
三
代
）

会
長
、
浅
野
富
男
（
四
代
）

会
長
、
近
常
寧
（
五
代
）
会

長
、
そ
し
て
岸
本
清
美
現
会

長
と
組
織
は
引
き
継
が
れ
、

会
員
一
致
協
力
の
も
と
難
題

解
決
に
邁
進
し
て
き
た
。

　

こ
の
間
、
遺
族
会
を
支
え

て
こ
ら
れ
た
諸
先
輩
方
の
血

の
に
じ
む
よ
う
な
努
力
に
よ

り
、
国
家
補
償
の
理
念
に
基

づ
く
公
務
扶
助
料
・
遺
族
年

金
等
の
改
善
は
勿
論
の
こ
と
、

遺
児
に
対
す
る
慰
藉
で
あ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
充
実

な
ど
、
戦
没
者
遺
族
へ
の
処

遇
は
逐
年
、
改
善
が
図
ら
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
国
に
尊

い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
ご
英
霊

の
慰
霊
顕
彰
、
特
に
国
と
ご

英
霊
、
遺
族
と
の
約
束
で
あ

っ
た
靖
國
神
社
護
持
は
、
今

だ
解
決
の
糸
口
が
見
え
ず
誠

に
残
念
な
思
い
で
あ
る
。

　

戦
後
六
十
七
年
、
我
が
国

は
世
界
も
羨
む
経
済
大
国
と

な
っ
た
反
面
、
あ
の
悲
惨
な

戦
争
の
記
憶
が
遠
い
過
去
の

も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
歴
史
を
顧
み

な
い
、
歴
史
を
失
っ
た
国
は

必
ず
滅
ぶ
と
の
教
え
が
あ
る

よ
う
に
、
今
の
我
が
国
は
危

機
的
な
社
会
状
況
に
陥
っ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
私

た
ち
遺
族
会
は
、
ご
英
霊
の

勲
、
そ
し
て
誇
り
あ
る
祖
国

の
歴
史
を
次
世
代
を
担
う
若

い
世
代
に
伝
え
、
道
義
あ
る

祖
国
復
活
・
日
本
国
再
生
に

全
力
を
傾
注
し
、
今
は
声
な

き
ご
英
霊
に
お
応
え
す
る
大

き
な
責
任
が
あ
る
こ
と
を
今

一
度
、
思
い
起
こ
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

会
員
の
高
齢
化
、
そ
し
て

目
ま
ぐ
る
し
い
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
、
遺
族
会
を
取
り

巻
く
環
境
は
一
段
と
厳
し
く

な
っ
て
い
る
が
、
様
々
な
苦

難
を
乗
り
越
え
て
来
ら
れ
た

先
人
た
ち
に
思
い
を
致
し
、

今
後
と
も
一
致
結
束
し
て
遺

族
運
動
に
ご
支
援
を
い
た
だ

く
様
お
願
い
す
る
。

　

式
典
は
、
服
部
剛
司
副
会

長
、
坂
根
弘
子
常
任
理
事
の

司
会
に
よ
り
定
刻
の
午
前
十

時
三
十
分
に
開
式
と
な
っ
た
。

近
常
寧
副
会
長
が
開
式
の
辞

を
述
べ
た
後
、
全
員
が
起
立

し
て
国
歌
を
斉
唱
。そ
し
て
、

祖
国
の
安
寧
と
家
族
の
幸
せ

を
念
じ
つ
つ
散
華
さ
れ
た
ご

英
霊
に
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

次
に
、
岸
本
清
美
会
長
が

ご
列
席
を
い
た
だ
い
た
来
賓

の
方
々
へ
お
礼
を
述
べ
た

後
、
続
い
て
「
本
会
創
立
以

来
、
ご
尽
力
を
賜
っ
た
先
達

の
方
々
に
敬
意
と
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。
今
後
と
も
志

を
一
層
固
く
し
、
精
進
努
力

を
し
て
参
る
覚
悟
で
あ
り
ま

す
」
と
、
創
立
六
十
五
周
年

に
あ
た
っ
て
の
決
意
を
述
べ

式
辞
（
別
掲
）
と
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
た
び
就
任

さ
れ
た
伊
原
木
隆
太
新
知

事
、
そ
し
て
内
山
登
県
議
会

議
長
を
は
じ
め
、
公
務
ご
多

忙
に
も
拘
わ
ら
ず
ご
臨
席
を

い
た
だ
い
た
来
賓
の
方
々
か

ら
ご
祝
辞
を
賜
り
、
続
い
て

司
会
者
が
祝
電
を
披
露
し
た
。

　

次
い
で
、
長
年
、
ご
英
霊

の
慰
霊
顕
彰
と
遺
族
援
護
、

そ
し
て
組
織
運
営
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
い
た
方
々
の
表
彰

式
に
移
り
、
先
ず
、
岡
山
県

知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
四

名
の
方
々
の
お
名
前
を
司
会

者
が
発
表
。秀
平
良
子
氏（
県

連
盟
副
会
長
・
女
性
部
長
／

笠
岡
市
）
が
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
伊
原
木
県
知
事
か
ら

表
彰
状
と
記
念
品
を
受
領
し

た
。
続
い
て
、
日
本
遺
族
会

会
長
表
彰
受
賞
者
三
名
を
代

表
し
て
古
家
野
亘
氏
（
県
連

盟
監
事
／
岡
山
市
灘
崎
）
が

畔
上
和
男
日
本
遺
族
会
専
務

理
事
か
ら
、
ま
た
、
岡
山
県

遺
族
連
盟
会
長
表
彰
受
賞
者

百
五
十
三
名
を
代
表
し
て
、

山
本
よ
し
子
氏
（
県
連
盟
評

議
員
・
女
性
部
副
部
長
／
総

社
市
）
が
岸
本
県
遺
族
連
盟

会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品

を
受
領
し
た
。
そ
し
て
、
被

表
彰
者
を
代
表
し
て
古
家
野

亘
氏
が
「
受
賞
の
栄
に
恥
じ

な
い
よ
う
、
今
後
と
も
遺
族

会
活
動
に
精
進
努
力
す
る
こ

と
を
お
誓
い
し
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
た
。

　

次
に
、
難
波
慶
行
常
任
理

事
の
発
声
に
よ
り
全
員
で
万

歳
を
三
唱
。
平
田
晶
三
副
会

長
が
閉
式
の
辞
を
述
べ
、
午

前
十
一
時
三
十
五
分
、
創
立

六
十
五
周
年
記
念
式
典
を
終

了
し
た
。

　

記
念
式
典
に
ご
臨
席
を
い

た
だ
き
ま
し
た
来
賓
の
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。
あ
ら

た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
今
後
と
も
ご
英
霊

の
慰
霊
顕
彰
と
遺
族
援
護
に

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
様
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同
）

▼
岡
山
県
知
事

　

伊
原
木
隆
太　

様

▼
岡
山
県
議
会
議
長

　

内
山　
　

登　

様

▼
国
会
議
員

　

逢
沢　

一
郎　

様

　

加
藤　

勝
信　

様（
夫
人
）

　

阿
部　

俊
子　

様

　

平
沼　

赳
夫　

様（
代
理
）

各表彰受賞者を代表し謝辞を
述べる古家野氏

記
念
式
典
の
概
要
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片
山
虎
之
助　

様（
代
理
）

▼
日
本
遺
族
会
専
務
理
事

　

畔
上　

和
男　

様

▼�

自
民
党
第
二
選
挙
区
支
部

長

　

山
下　

貴
司　

様

▼�

自
民
党
第
四
選
挙
区
支
部

長

　

橋
本　
　

岳　

様

▼
岡
山
県
護
國
神
社
禰
宜

　

河
野　
　

薫　

様

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◎
岡
山
県
知
事
表
彰　

４
名

　

秀
平　

良
子
（
笠
岡
市
）

　

渡
辺　

雅
允（
浅
口
市
郡
）

　

渡
邊　

繁
雄
（
井
原
市
）

　

寶
藏　

史
朗

（
岡
山
市
上
道
）

◎
日
本
遺
族
会
会
長
表
彰

�

３
名

　

古
家
野　

亘（
岡
山
市
灘
崎
）

県
連
盟
創
立
六
十
五
周
年

各
表
彰
受
賞
者

　

高
橋　

生
人（
岡
山
市
瀬
戸
）

　

浅
沼　

義
廣（
岡
山
市
南
）

◎�

岡
山
県
遺
族
連
盟
会
長
表

彰
【
岡
山
市
岡
山
】
14
名

那
須　

洋
一
、
眞
富　

久
典

松
本　

好
厚
、
赤
沢　

徳
三

渡
邊　
　

格
、
小
橋　

郁
夫

磯
島　

熙
和
、
浅
野　
　

学

池
本　

誠
一
、
久
住　

明
子

播
間　

友
恵
、
羽
根
岡
洋
子

武
本　

和
子
、
渡
邊　

禎
子

【
岡
山
市
西
大
寺
】
５
名

渡
邉　

光
章
、
中
村　

薫
成

藤
原　

武
範
、
青
井　
　

達

森　
　

勝
子

【
岡
山
市
上
道
】
１
名

難
波
富
士
子

【
岡
山
市
北
】
４
名

柴
田　

本
次
、
廣
瀬　

哲
也

岸
本　
　

勉
、
穐
山　

国
衛

【
岡
山
市
南
】
３
名

竹
内　

晃
子
、
澤
田　

耕
平

木
村　
　

勝

【
岡
山
市
御
津
】
１
名

山
河　

清
住

【
岡
山
市
灘
崎
】
１
名

岡　
　

綾
子

【
岡
山
市
建
部
】
１
名

榎
本　

省
三

【
岡
山
市
瀬
戸
】
２
名

藤
原　

誠
子
、
額
田　

克
美

【
倉
敷
市
倉
敷
】
10
名

小
田
清
八
郎
、
藤
原　

孝
恵

岡
本　
　

忠
、
山
砥　

幸
子

大
崎　
　

勇
、
渡
辺　

育
子

高
田　

清
子
、
飯
田　

竜
彦

中
島　
　

滋
、
佐
々
木
登
美

子【倉
敷
市
児
島
】
４
名

村
上　
　

務
、
小
島
健
一
郎

岸
本　

裕
美
、
並
川　

成
子

【
倉
敷
市
玉
島
】
７
名

中
川　

征
子
、
小
野　

一
正

楠
戸
満
里
子
、
赤
沢　

正
巳

吉
澤　

睦
子
、
滝
澤　

昌
子

井
上　

晴
夫

【
倉
敷
市
真
備
】
２
名

小
野　

栄
治
、
河
田　

勇
雄

【
津　

山　

市
】
８
名

有
芳　
　

智
、
水
島　

一
男

押
目　

靖
雄
、
谷
本　

英
子

香
山　

康
二
、
高
山　

暉
浩

前
原　
　

清
、
寺
坂　

匡
克

【
玉　

野　

市
】
６
名

河
合　

輝
昌
、
石
田
美
智
子

上
田　

京
子
、
塩
尻　
　

徹

松
浦
満
利
子
、
長
畑　

耕
二

【
笠　

岡　

市
】
７
名

高
田
征
八
郎
、
江
木　

正
人

大
本　

伸
一
、
山
川　

善
彦

河
田　

槇
子
、
大
島　

路
子

広
井　

敬
一

【
井　

原　

市
】
７
名

川
合　
　

進
、
北
田　
　

功

森
定　

清
二
、
三
宅　
　

剛

中
山　

隆
憲
、
藤
田　

信
忠

竹
井　

忠
志

【
総　

社　

市
】
４
名

山
本
よ
し
子
、
小
西　

和
義

木
口　

孝
子
、
鷲
見　
　

勲

【
高　

梁　

市
】
８
名

千
葉　

剛
敏
、
井
上　

昭
雄

葛
原　

淳
士
、
荒
木　

一
郎

杉
田　

恒
夫
、
土
谷　
　

稔

大
月　

健
一
、
武
田　

道
男

【
新　

見　

市
】
８
名

宮
本
ノ
ブ
エ
、
寺
奥　

良
江

伊
田　

美
登
、
大
村　
　

清

田
本　

景
忠
、
池
田　

光
雄

小
川　
　

勝
、
柴
床　

郷
一

【
備　

前　

市
】
５
名

石
原　

忠
美
、
岡　
　

鶴
子

末
広　

恒
子
、
赤
城　

貞
女

木
元　

久
美

【
瀬
戸
内
市
】
５
名

那
須　

定
彦
、
蟻
正　

昇
一

横
山
智
恵
子
、
北
浦　

壮
徳

小
山　

照
夫

【
赤　

磐　

市
】
４
名

光
岡　

豊
治
、
森　
　

重
信

森
田
精
一
郎
、
髙
原　

充
子

【
真　

庭　

市
】
10
名

谷
宗　
　

勇
、
母
里
由
太
郎

久
保
田
信
江
、
岡
田　

良
雄

浅
野　
　

實
、
小
野
田
守
利

松
尾　

瑞
枝
、
大
倉　
　

操

美
甘　

兼
武
、
津
村　
　

章

【
美
作
市
郡
】
６
名

岡
野　

卓
夫
、
富
阪　

皓
一

小
林　

博
巳
、
鍬
先　

晴
之

小
渕　
　

脩
、
豊
久
百
合
子

【
浅
口
市
郡
】
６
名

笠
原　

敏
子
、
大
島　

靖
幸

田
口　

尚
義
、
高
戸　

安
代

坂
本　

岩
男
、
平
野　

嘉
子

【
和　

気　

郡
】
２
名

万
代　

敬
二
、
延
原　

圭
一

【
小　

田　

郡
】
２
名

小
林　
　

濚
、
大
山　

圭
子

【
真　

庭　

郡
】
１
名

三
鴨　

彬
允

【
苫　

田　

郡
】
３
名

安
井　

計
宣
、
森
江　

光
江

河
田　

匡
弘

【
久　

米　

郡
】
４
名

福
田　
　

信
、
小
林　

寮
全

山
崎　

慶
昭
、
山
下　
　

修

【
加　

賀　

郡
】
２
名

難
波　

忠
純
、
山
本　

政
美

　

ご
英
霊
鎮
ま
る
岡
山
県
護
国
神
社
の
木
々
も
色
づ
い
て
、

秋
深
ま
る
本
日
、
こ
こ
に
財
団
法
人
岡
山
県
遺
族
連
盟
創
立

六
十
五
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る
に
あ
た
り
、
公
務
ご
多

忙
に
も
拘
わ
ら
ず
、
岡
山
県
知
事
・
伊
原
木
隆
太
様
を
は
じ

め
、
内
山
登
岡
山
県
議
会
議
長
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員
の

諸
先
生
方
、
そ
し
て
中
央
本
部
・
日
本
遺
族
会
か
ら
畔
上
和

式
　
　
辞
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遺族代表者大会で挨拶する
岸本県連盟会長（11月17日）

　

平
成
二
十
四
年
度
岡
山
県

戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会

は
、
記
念
式
典
に
引
き
続
い

て
服
部
剛
司
副
会
長
の
司
会

に
よ
り
午
前
十
一
時
五
十
分

に
開
会
し
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
岸
本
清
美

会
長
は
「
昨
日
、
衆
議
院
が

解
散
し
、来
月
四
日
の
公
示
、

十
六
日
投
票
の
日
程
で
総
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
三
年
間

の
民
主
党
政
権
で
混
乱
し
た

日
本
国
を
立
て
直
す
、
失
わ

れ
た
誇
り
を
取
り
戻
さ
な
け

れ
ば
我
が
国
に
明
る
い
未
来

は
あ
り
ま
せ
ん
。
歴
史
と
伝

統
に
根
差
し
た
真
の
政
治
復

活
を
自
民
党
に
期
待
す
る
も

　
県
遺
族
連
盟
で
は
、
十
一
月
十
七
日
㈯
に
「
岡
山
衛
生
会
館
」
で
行
っ
た
創
立
六
十

五
周
年
記
念
式
典
の
終
了
後
、
引
き
続
い
て
岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会
を
開
催

し
た
。
大
会
で
は
、
総
理
等
の
靖
國
神
社
参
拝
を
求
め
る
と
共
に
、
戦
没
者
の
妻
・
父

母
に
対
す
る
特
別
給
付
金
の
継
続
・
増
額
等
、
平
成
二
十
五
年
度
政
府
予
算
の
概
算
要

求
に
計
上
さ
れ
た
遺
族
処
遇
改
善
要
望
事
項
の
完
全
実
現
な
ど
を
決
議
し
た
。

妻
・
父
母
特
給
の
継
続
な
ど

遺
族
処
遇
改
善
要
望
事
項
の
完
全
実
現
を
求
め

岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会
を
開
催

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

新
総
理
・
閣
僚
に
は
是
非
と

も
靖
國
神
社
に
参
拝
し
て
い

た
だ
き
、
私
た
ち
の
悲
願
を

実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
、
挨
拶
を
結
ん
だ
。

　

次
に
、
浅
野
實
副
会
長
が

議
長
に
就
任
し
、
大
会
の
宣

言
・
決
議
の
採
択
に
入
っ

た
。
先
ず
、
鈴
木
治
常
任
理

事
が
大
会
の
宣
言
案
を
、
続

い
て
渡
辺
雅
允
常
任
理
事
が

決
議
案
を
朗
読
。
宣
言
案
、

決
議
案
そ
れ
ぞ
れ
を
議
長
が

参
加
者
に
諮
り
、
満
場
の
拍

手
を
も
っ
て
両
案
は
採
択
さ

れ
た
。（
採
択
さ
れ
た
大
会
宣

言
・
決
議
は
別
掲
）

　

そ
し
て
、
全
員
が
起
立
し

“
靖
國
神
社
の
歌
”
を
合
唱
、

秀
平
良
子
副
会
長
（
女
性
部

長
）が
閉
会
の
言
葉
を
述
べ
、

午
後
十
二
時
三
十
分
、
大
会

を
終
了
し
た
。

　

な
お
、
日
本
遺
族
会
で
は

十
二
月
十
八
日
に
自
民
党
本

部
で
全
国
大
会
を
開
催
し
、

引
き
続
い
て
国
会
陳
情
を
予

定
し
て
い
た
が
、
衆
議
院
が

解
散
し
、
十
二
月
に
総
選
挙

が
執
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

来
年
度
政
府
予
算
の
越
年
編

成
が
確
実
と
な
っ
た
た
め
、

全
国
大
会
・
陳
情
を
中
止
。

今
後
の
政
治
情
勢
等
を
注
視

し
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
大

会
日
程
な
ど
を
決
定
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

戦
後
六
十
七
年
が
経
過
し
、
我
が
国
は
世
界
に
類
を
見
な

い
目
覚
し
い
復
興
を
遂
げ
、
国
民
は
等
し
く
平
和
と
自
由
を

享
受
す
る
一
方
、
あ
の
悲
惨
な
戦
争
の
記
憶
は
遠
く
忘
れ
去

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
世
界
各
地
で
は
未
だ
紛
争

が
絶
え
ず
、
罪
の
な
い
尊
い
生
命
が
今
も
な
お
失
わ
れ
続
け

て
い
る
。
我
々
戦
没
者
遺
族
は
「
二
度
と
戦
争
を
し
て
は
な

ら
な
い
。
我
々
の
よ
う
な
遺
族
を
出
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

い
う
原
点
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と

平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
へ
語
り
継
ぎ
、
世
界
平
和
の
実
現
に

心
血
を
注
い
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
国
に
一
命
を
捧
げ
た
ご
英
霊
が
鎮
ま
る
靖
國
神

社
へ
の
内
閣
総
理
大
臣
の
参
拝
は
、
平
成
十
八
年
八
月
以
降

途
絶
え
て
お
り
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。
国
と
ご
英
霊
と
の
約

束
を
蔑
ろ
に
し
、
依
然
と
し
て
高
圧
的
な
近
隣
諸
国
へ
の
配

慮
を
続
け
る
現
政
権
の
姿
勢
は
、
ご
英
霊
が
一
命
を
捧
げ
た

誇
り
あ
る
祖
国
の
姿
と
は
全
く
掛
け
離
れ
て
い
る
。

　

更
に
、
現
政
権
は
靖
國
神
社
に
代
わ
る
新
た
な
国
立
の
戦

没
者
追
悼
施
設
建
設
を
政
策
に
掲
げ
て
い
る
。
我
々
遺
族
の

み
な
ら
ず
、
多
く
の
国
民
が
靖
國
神
社
こ
そ
我
が
国
唯
一
の

戦
没
者
追
悼
施
設
と
考
え
て
お
り
、
靖
國
神
社
そ
の
も
の
を

否
定
す
る
追
悼
施
設
の
建
設
は
断
じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
我
々
は
政
府
に
対
し
、
い
か
な
る
困
難
が
あ
ろ
う
と
も

正
常
な
る
国
家
と
し
て
の
意
志
・
姿
勢
を
国
民
、
そ
し
て
諸

外
国
に
示
し
、
ご
英
霊
が
望
ん
だ
誇
り
あ
る
祖
国
の
姿
を
取

り
戻
す
こ
と
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
戦
没
者
遺
族
へ
の
処
遇
は
逐
年
改
善
が
図
ら
れ
て

い
る
が
、
な
お
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
一
命
を
国
家
に
捧

げ
た
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
処
遇
は
、
今
後
と
も
国
家
補

償
の
理
念
に
基
づ
き
政
府
は
改
善
に
努
力
さ
れ
た
い
。

　

特
に
、
戦
没
者
の
妻
の
立
場
を
国
が
認
め
、
そ
の
精
神
的

痛
苦
に
対
し
て
慰
藉
の
意
を
表
し
た
「
戦
没
者
等
の
妻
に
対

す
る
特
別
給
付
金
」
は
来
年
十
月
に
最
終
償
還
を
迎
え
る
。

戦
没
者
の
妻
に
と
っ
て
大
き
な
心
の
支
え
で
あ
る
「
妻
の
特

宣
　
　
言

岡山県遺族連盟

男
専
務
理
事
、
水
落
敏
栄
顧
問
ら
多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え

し
、
か
く
も
盛
大
に
記
念
式
典
を
開
催
で
き
ま
す
こ
と
は
、

本
会
に
と
り
ま
し
て
こ
の
上
な
い
光
栄
で
あ
り
、
大
き
な
喜

び
で
あ
り
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
れ
ば
、
本
会
の
前
身
で
あ
り
ま
す
岡
山
県
遺
族

平
和
連
盟
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
の
は
終
戦
間
も
な
い
昭
和
二

十
二
年
十
一
月
で
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
我
が
国
は
、
敗
戦

に
よ
る
廃
墟
と
混
乱
、
そ
し
て
厳
し
い
占
領
政
策
の
下
、
戦

没
者
遺
族
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
苦
境
は
筆
舌
に
尽
く
し
が

た
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
戦
後
の
混
迷
の
中
、
ひ
た
す
ら
国
の
安
泰
と
私

た
ち
家
族
の
幸
せ
を
願
い
つ
つ
、
尊
い
生
命
を
国
に
捧
げ
た

ご
英
霊
の
志
に
お
応
え
し
な
け
れ
ば
と
、
私
ど
も
戦
没
者
遺

族
は
一
致
団
結
し
て
立
ち
上
が
り
、
互
い
に
助
け
合
い
、
励

ま
し
合
い
な
が
ら
組
織
づ
く
り
に
奔
走
し
遺
族
運
動
の
歩
み

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

爾
来
、
本
会
は
ご
英
霊
の
顕
彰
と
遺
族
の
福
祉
向
上
、
更

に
は
平
和
日
本
建
設
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
幾

多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
真
摯
に
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

今
日
ま
で
、
各
界
・
各
層
の
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご

援
助
の
も
と
に
、
戦
没
者
遺
族
が
一
家
を
守
り
、
国
の
再
建

に
初
志
を
貫
き
通
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
私
た
ち
の

喜
び
と
誉
れ
で
あ
り
ま
す
。
本
会
創
立
以
来
、
ご
尽
力
を
賜

り
ま
し
た
先
達
の
方
々
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し

ま
す
と
共
に
、
国
・
地
方
自
治
体
を
は
じ
め
、
県
民
の
皆
様

か
ら
戦
没
者
遺
族
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援

に
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

戦
後
六
十
有
余
年
、
ご
英
霊
が
案
じ
ら
れ
た
我
が
国
は
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
今
日
の
平

和
と
繁
栄
を
築
き
、
世
界
も
羨
む
経
済
大
国
と
し
て
発
展
い

た
し
ま
し
た
。
私
た
ち
戦
没
者
遺
族
は
、
こ
の
豊
か
で
平
和

な
生
活
が
、
祖
国
の
繁
栄
と
安
泰
を
念
じ
つ
つ
散
華
さ
れ
た

ご
英
霊
の
尊
い
犠
牲
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
決

し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
志
を
一
層
固
く
し
、
戦
争

の
な
い
平
和
な
社
会
を
確
立
す
る
た
め
一
層
の
精
進
努
力
を

し
て
参
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

今
日
の
佳
き
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ご
臨
席
の
ご
来
賓

並
び
に
関
係
各
位
の
今
後
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
衷
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
併
せ
て
皆
様
の
ご
健
勝

ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
七
日

財
団
法
人�

岡
山
県
遺
族
連
盟　

会　

長　

岸　

本　

清　

美
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遺
族
会
の
動
き

平
成
二
十
四
年
十
一
月
行
事
表

５
日　

笠
岡
市
今
井
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

６
日　

県
連
盟
女
性
部
正
副
部
長
会
議
（
県
連
盟
会
議
室
）

７
日　

新
見
市
豊
永
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

９
日　

岡
山
市
岡
山
遺
族
連
合
会
研
修
旅
行
（
島
根
県
方
面
）

　
　
　

瀬
戸
内
市
戦
没
者
追
悼
式
（
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
）

12
日　

新
見
市
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
二
泊

14
日　

井
原
市
美
星
地
区
遺
族
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
一
泊

16
日　

都
窪
郡
早
島
町
戦
没
者
追
悼
式
（
早
島
町
中
央
公
民
館
）

17
日　

�

県
連
盟
創
立
六
十
五
周
年
記
念
式
典
・
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大

会
（
岡
山
衛
生
会
館
）

　
　
　

総
社
市
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

20
日　

新
見
市
千
屋
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

22
日　

沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
／｢

岡
山
の
塔｣

追
悼
式
（
沖
縄
県
）
二
泊

25
日　

岡
山
市
御
津
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
二
泊

　
　
　

石
井
知
事
を
ね
ぎ
ら
う
会
（
岡
山
プ
ラ
ザ
Ｈ
）

　
　
　

吉
備
中
央
町
戦
没
者
追
悼
式
（
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
）

28
日　

浅
口
市
郡
遺
族
連
合
会
女
性
部
研
修
会
（
鴨
方
町
内
）

平
成
二
十
四
年
十
二
月
行
事
表

５
日　

県
連
盟
役
員
・
各
市
郡
遺
族
連
合
会
事
務
担
当
者
合
同
研
修
会

�

（
い
さ
お
会
館
）

　
　
　

県
護
國
神
社
境
内
清
掃
（
県
護
國
神
社
）

父の慰霊祭に臨んだ山下さん（右側／10月５日）

　

六
十
八
年
ぶ
り
に
、
や
っ

と
親
父
の
も
と
に
来
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
と
い
う
の

も
、
十
七
年
前
に
家
族
で
サ

イ
パ
ン
島
を
訪
ね
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
親
父
の
戦
死

し
た
場
所
を
探
し
ま
し
た
が

分
か
ら
ず
、
残
念
な
思
い
で

島
を
後
に
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、母
は
寝
た
き
り
に
な
り
、

平
成
十
年
（
十
二
年
前
）
に

亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

「
も
う
一
度
、
母
を
親
父

に
会
わ
せ
た
い
」
と
い
う
思

い
が
強
く
な
っ
た
の
は
、
母

の
遺
品
の
中
か
ら
親
父
の
手

紙
を
見
つ
け
た
こ
と
で
す
。

私
は
写
真
の
親
父
し
か
知
り

ま
せ
ん
が
、
親
父
の
母
へ
の

気
持
ち
、
家
族
へ
の
気
持
ち

平成25年版
｢靖國カレンダー｣を家庭に掲げましょう
【靖國カレンダーの内容】
　ご英霊にまつわる写真と逸話を掲載。大
きさは縦54.5㎝×横36㎝。
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　１部　500円（別途送料が必要）
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が
手
紙
に
綴
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
日
本
遺
族
会
の
お
世
話

に
な
り
、
今
日
こ
こ
に
、
親

父
の
位
牌
と
共
に
、
母
の
遺

骨
を
持
っ
て
参
り
ま
し
た
。

親
父
、
ど
う
か
母
と
一
緒
に

居
て
下
さ
い
。

　

親
父
な
き
後
、
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
な
が
ら
学
生
生
活
を

送
り
ま
し
た
が
、
卒
業
を
間

近
に
し
た
二
月
八
日
、
ア
ル

バ
イ
ト
中
に
左
足
大
腿
を
切

断
す
る
事
故
に
遭
い
辛
い
思

い
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

伯
父
や
叔
母
、
親
戚
の
方
々

か
ら
助
け
て
い
た
だ
き
、
ア

ル
バ
イ
ト
先
の
会
社
に
も
就

職
で
き
、
最
期
に
は
役
員
も

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
伯
父
や

叔
母
は
既
に
亡
く
な
り
、
弟

の
芳
一
叔
父
さ
ん
も
六
月
に

九
十
三
歳
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
親
父
の
兄
妹
は
、
今
は

美
智
子
叔
母
さ
ん
が
い
る
の

み
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
七

十
一
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、

お
蔭
様
で
昭
和
四
十
五
年
に

妻
・
浩
世
と
結
婚
し
、
娘
・

順
子
、
息
子
・
真
慶
に
恵
ま

れ
、
そ
の
子
供
は
い
ず
れ
も

所
帯
を
持
っ
て
、
真
慶
に
は

長
女
の
小
桜
、
長
男
の
一
護

と
子
供
二
人
に
恵
ま
れ
て
喜

ん
で
お
り
ま
す
。

　

親
父
、
ど
う
か
、
こ
れ
か

ら
母
と
共
に
安
ら
か
に
お
休

み
下
さ
い
。

桂
正
よ
り
。

別
給
付
金
」の
継
続
・
増
額
は
我
々
の
最
大
の
願
い
で
あ
り
、

あ
わ
せ
て
、
身
寄
り
の
な
い
「
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る

特
別
給
付
金
」の
継
続
・
増
額
に
つ
い
て
も
強
く
要
望
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
国
費
参
列
者
の
増

員
及
び
対
象
範
囲
の
拡
大
や
、
戦
没
者
遺
児
の
慰
霊
友
好
親

善
事
業
な
ど
は
国
の
慰
藉
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
一
層
の
充

実
を
求
め
る
。
更
に
、
未
だ
海
外
等
に
残
さ
れ
て
い
る
遺
骨

の
祖
国
帰
還
は
急
務
で
あ
り
、
積
極
的
に
遺
骨
帰
還
事
業
に

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
は
、
何
れ
も
我
々
戦
没
者
遺
族
の
切
な
る
願
い
ば
か

り
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
日
の
我
が
国
は
、
国
の
礎
と
な
ら

れ
た
ご
英
霊
の
尊
い
御
心
を
忘
れ
、
目
先
の
こ
と
に
捕
ら
わ

れ
て
本
来
あ
る
べ
き
姿
を
失
っ
て
い
る
。
今
こ
そ
初
心
に
立

ち
か
え
り
、
心
あ
る
国
民
と
共
に
戦
後
政
治
を
総
括
し
、
長

い
歴
史
と
伝
統
に
根
差
し
た
真
の
日
本
復
活
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

我
々
は
、
こ
こ
に
岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会
を
開

催
し
、
組
織
の
総
力
を
結
集
し
て
こ
れ
ら
実
現
に
向
け
て
邁

進
す
る
。

　

右
宣
言
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
七
日

岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会

　

　

本
日
こ
こ
に
岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会
を
開
催

し
、
総
力
を
あ
げ
て
左
記
各
項
の
実
現
を
期
す
る
。

記　
　

一�

、
世
界
の
恒
久
平
和
を
目
指
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
戦
後

世
代
に
語
り
継
ぐ
こ
と
。

一�

、
総
理
・
閣
僚
等
の
靖
國
神
社
参
拝
を
求
め
る
と
共
に
、

国
立
戦
没
者
追
悼
施
設
新
設
構
想
を
断
固
阻
止
す
る
こ
と
。

決
　
　
議

一�

、
国
家
補
償
の
理
念
に
基
づ
き
遺
族
処
遇
を
改
善
す
る
と

共
に
、
妻
・
父
母
等
へ
の
特
別
給
付
金
を
継
続
し
増
額
す

る
こ
と
。

一�

、
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
充
実
と
、
遺
骨
帰
還
事
業
等
を

拡
充
強
化
す
る
こ
と
。

一�

、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
国
費
参
列
者
の
増
員
及
び
対

象
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
。

一�

、
戦
後
政
治
を
総
括
し
、
歴
史
と
伝
統
に
根
差
し
た
真
の

日
本
復
活
に
努
め
る
こ
と
。

　

右
決
議
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
七
日

岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会　

硫黄島慰霊友好親善訪問団
追悼のことば

備前市日生町寒河　山　下　桂　正


